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平成２６年度 事業報告 
（平成２６年４月 1 日～平成２７年３月３１日） 

 

（はじめに） 

 公益財団法人大阪対がん協会は平成２５年８月１日付で設立登記した。法人の事業年度は定

款で４月１日～３月３１日と定めており、第１回目は平成２５年８月１日～平成２６年３月３１日までと

なった。今回は公益財団法人となって２年目の報告となり、平成２６年４月１日～平成２７年３月３１

日までの１２カ月間の報告となる。 

《公益目的事業》 
 
（公１）普及・啓発活動： 啓発イベント開催・情報発信・がん検診の奨励など 
 

【がんに関する啓発イベント】 

▽主催行事 

① がん看護セミナー 

がん撲滅・啓発講演として企画した「“がん”へのまなざし」を１０月２５日、大阪市北区中之島の

朝日新聞社アサコムホールで開き、１０７名の参加を得た。基調講演は会長「早期胃がんが見つ

かって」、副会長「進行性胃がんと診断されて」という胃がん体験談である。シンポジウムは会長、

副会長と２人の看護師が参加し「ナースのがん患者へのまなざし」というテーマで行った。がんに

関しては特別な防御策はなく、誰もがかかる病気であり、３人に１人はがんで死ぬ時代である。が

んに対する知識を十分に身につけ、いざというときに慌てないだけの準備が必要である、と締めく

くられた。セミナーの経費は２１万円であった。 

 

② 成人病公開講座 

大阪府立成人病センター、大阪成人病予防協会とともに４回開催した。いずれも成人病センタ

ー講堂（定員１４０人）で開き、会場は毎回満席となった。府立成人病センターの医師らが中心とな

り講師を務め、図や表などを織り交ぜて、分かりやすく説明している。 

各回のテーマと講師は次の通り。 

回数 開催日 テーマ 講師（敬称略） 

６４回 ６月１０日 がん患者さんの高齢化：その特

徴と対策 

中山富雄、和田信、藤田泰信、楢原啓之 

６５回 

 

９月９日 ここまで進歩した肺がんの診断

と治療 

西野和美、高見元敞、岡見次郎、手島昭樹 

６６回 １１月１１日 がんと口腔衛生―お口の中は

幸いのもと、災いのもと？― 

藤井隆、平岡慎一郎、大西淑美、望月千枝 
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６７回 ２月１０日 腫瘍循環器Ｏｎｃｏ－Ｃａｒｄｉｏｌｏｇ

ｙ―がんと循環器を結ぶ新しい

医療を目指して― 

刀禰央朗、黒田忠、塩山渉、岡亨 

 

 

③ がん予防キャンペーン大阪 

「がん予防キャンペーン大阪」実行委員会が主催するシンポジウムが１０月４日、大阪市中央区

大手前のドーンセンターで開かれ、２５０人が参加した。大阪対がん協会は実行委員会を構成す

る１１団体（主催：１１団体、後援：２８団体、協賛：２団体）の一つとして１５万円を助成した。構成団

体はほかに大阪府、大阪市、大阪府医師会などで、事務局は大阪府保健医療財団が担当してい

る。今年度のテーマは「正しく知ろう！大腸がん検診と最近の治療法」で、３人の講師が、「継続検

診の重要性」「予防と早期発見・早期治療の重要性」「最近の外科治療」というテーマで講演を行

った。大阪府のがん死亡率は全国的に見て高く、検診の受診率は最低レベルにある。この状況を

少しでも改善することを期待して行われている。 

 

④ ピンクリボンフェスティバル関西セミナー 

 （主催は日本対がん協会、大阪対がん協会、朝日新聞社） 

ピンクリボンフェスティバルは、乳がんへの関心を高め、検診受診を呼びかける活動として２００

３年に始まった。２０１４年度は関西セミナーが１０月８日、大阪市北区グランフロント大阪ナレッジ

シアターで開かれ、３５０人が参加した。５人の講師が「乳がんにどう向き合うか」「患者の受けるスト

レス・不安」「婦人科がんについて」「自分の体験に基づいた検診の重要性」について講演を行っ

た。 

 

▽「共催」「後援」行事 

自治体、医療機関、患者団体などが主催するイベントに対して、協会が「共催」や「後援」名義を

付けて支援した。方法としては、協会ホームページの「講演会・イベント情報」欄にアップしたほか、

朝日新聞大阪版のお知らせ欄「ＴＯＷＮ」への掲載などで広報ＰＲに務めた。また、協会発行の小

冊子「進め！がん防衛隊」を参加者に配布した。イベント支援を通じて他団体と信頼関係を築くこ

とに努めた。 

 

【がんに関する情報発信】 

① オリジナル小冊子の配布 

協会発行のがん啓発小冊子「進め！がん防衛隊」を広く配布し、多くの方にがんを知るきっか

けにしてもらった。主催行事などで配布を続けた。また、看護学校や生命保険会社からの問い合

わせもあり、大部数の場合は一部６０円での販売を行った。 

 

② 協会ホームページ 

インターネットによる情報収集の広がりに対応するため、平成２２年５月に協会ホームページを

開設し５年目を迎えた。内容の充実ときめ細かい更新で最新の情報提供に努めた。２６年度１年

間の掲載項目数は「協会からのお知らせ」が８件（２５年度１８件）、「講演会・イベント情報」が１４件
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（同２０件）だった。 

 

③ 事業概要・協会報 

 １２月に「平成２５年度事業概要」を発行した。２５年度の事業内容や寄付者名簿のほか、がん研

究助成奨励金受賞者も併せて掲載した。会報は５月、８月、１２月に発行した。 

 

【日本対がん協会関連事業】 

 「日本対がん協会大阪府支部」としてがん征圧事業で連携、協力を進めた。 

① がん征圧月間 

 ９月を「がん征圧月間」として日本対がん協会が展開する各種事業に参加・協力した。メーン行

事として福岡県博多市で開かれた「がん征圧全国大会」に専務理事が参加した。共通デザインの

「がん征圧月間」と「啓発」の２種類のポスターを１００枚製作し、大阪府医師会を主とする関係各団

体へ送った。 

 

② 近畿ブロック会議 

 日本対がん協会と２府４県の支部が、がん征圧事業の報告や意見交換をする近畿ブロック会議

が１０月７日、京都府のホテルセントノーム京都（京都市南区東九条）で開催された。事前に各支

部から出された質問に他支部や日本対がん協会が答えるという形式で、そのほとんどが検診に関

する事項である。検診設備を有しない大阪対がん協会にとっては、あまり参考にならないものが多

い。 

 

③ 乳がん検診無料クーポン券の活用 

 日本対がん協会が発行しているマンモグラフィ検診無料クーポン券を活用し、乳がん検診の受

診率向上に取り組んでいる。日本対がん協会からは１００枚の提供であったが、単独主催のイベン

トに使用するということで、１００枚の追加をお願いした。このクーポン券は看護セミナーに参加され

た方１０７名にプレゼントした。残りはプレゼント企画を新聞とホームページに掲載、はがきで２０１

人から応募があり、１２月はじめに厳正な抽選で当選者を決めて発送した。 

 

【患者支援活動】 

患者会ネットワーク 

大阪の二十数団体で構成する「大阪がん患者・家族連絡会」の事務局機能を２４年度から担っ

ており、２６年度も継続して取り組んだ。２６年４月２２日から名称が変わり「大阪がん患者団体協議

会」となり２１団体が参加している。世話人からの依頼により、会議日程のメール送信を担当した。

また、大阪府のがん対策担当課（健康づくり課）からも会議日程案内などの送信依頼がありメンバ

ーに送信した。 

 

（公２）がん研究助成： がんの研究、治療に当たる医師、看護師らへの助成 
 

【がん研究助成奨励金】 

新進（４０歳未満）の研究者・医療従事者を支援する「がん研究助成奨励金」を、協会の目玉事

業として取り組んでいる。同事業は協会設立翌年の昭和３５年度から始め、今回で５５回目を数え

た。２６年度は「基礎」「臨床および疫学」「看護等」の３部門で１５人の受賞者を選び、各３０万円を



  4  

贈呈した。今年度は計９５人から研究成果の応募があり、１３人の選考委員が採点した結果をもと

に２月１７日に開かれた選考委員会（委員長＝堀正二・協会長）で受賞者を選んだ。受賞者は今

回で延べ１６５９人、奨励金の総額は３億８９８０万円となった。 

贈呈式は３月１０日、大阪市北区中之島の朝日新聞大阪本社のアサコムホールで開かれ、堀

会長が受賞者一人一人に賞状と奨励金３０万円を手渡した。受賞者を代表し、看護等の部で受

賞した古谷緑さんがあいさつをした。 

なお、この事業にはバイエル薬品、大日本住友製薬から特定寄付の形で支援を得た。 

 

 受賞者と所属は以下の通り（敬称略、５０音順、平成２７年３月１０日時点） 

部門 受賞者氏名 年齢 所            属   

基 
 

 
 

礎 

池田 裕香 ３５ 大阪大学大学院医学系研究科臨床遺伝子治療学 特任助教 

王谷 英達 ３７ 大阪大学医学部医学系研究科整形外科学教室 医員 

小関 準 ３３ 大阪大学医学系研究科 特任助教 

内藤 尚道 ３９ 大阪大学微生物病研究所情報伝達分野 助教 

西田 尚弘 ３９ 大阪大学大学院消化器癌先進化学療法開発学寄附講座 助教 

野村 元成 ３７ 大阪府立母子保健総合医療センター小児外科 診療主任 

臨 
 

 
床 

有田 英之  ３５ 大阪大学大学院医学系研究科脳神経外科学 特任助教 

佐多 弘  ３７ 
大阪大学大学院医学系研究科内科系臨床医学専攻血液・腫瘍内

科学 特任助教 

杉村 啓二郎  ３７ 大阪府立成人病センター外科 診療主任  

富原 英生  ３６ 大阪大学大学院医学系研究科消化器外科学 医員、大学院生 

古川 健太  ３４ 大阪警察病院外科 副医長 

細川 清人  ３９ 大阪警察病院耳鼻咽喉科 医長 

看
護
等 

倉田 貴代美  ２９ 
大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 博士前期課程 

大学院生 看護師 

杉田 智子  ３９ 淀川キリスト教病院看護部 主任 

古谷 緑  ３９ 市立堺病院 看護師 
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 選考委員は以下の１３氏に委嘱した（敬称略、５０音順） 

部門 選考委員 所         属 

基 
 

礎 

大道 正英      大阪医科大学教授 

加藤 菊也      大阪府立成人病センター研究所疾患分子遺伝学部門長 

金田 安史      大阪大学大学院医学系研究科長・医学部長 

螺良 愛郎      関西医科大学教授 

森井 英一      大阪大学医学部教授 

臨
床
及
䧽
疫
学 

荒川 哲男     大阪市立大学医学研究科長・医学部長 

今岡 真義   ＮＴＴ西日本大阪病院総長 

奥野 清隆      近畿大学医学部外科学主任教授 

木下 博明     大阪市立大学名誉教授 

松浦 成昭      大阪府立成人病センター総長 

看
護
等 

荒尾 晴恵      大阪大学大学院医学系研究科教授 

今中 基晴      大阪市立大学大学院看護学研究科長 

田中 京子      大阪府立大学看護学部教授 

 

《会員向け事業》 
 

主に賛助会員向けの特典として協会が進めてきた事業について、公益財団法人移行後は「そ

の他の事業（相互扶助等事業）」として、公益目的事業と区分した。２６年度も以下のような会員向

け事業を継続実施した。 

 

（他１）賛助会員サービス： 定期的な情報の提供・がん検診の奨励と援助 
 

【情報の提供】 

① 協会報 

協会報は５月、８月、１２月の３回発行した。各１６００部印刷し、会員を中心に配布した。２６年度

１年間の内容は以下の通り。 

発行月 主   な   内   容 

５月号 
平成２５年度がん研究助成奨励金を贈呈・受賞者紹介、講演会・イベント情報、会員

へのお願い、がん検診サービス券配布 

８月号 
役員名簿・評議員名簿、開催報告（リボンの騎士ナイト）、秋のがん検診案内 

 

１２月号 
平成２６年度がん研究助成奨励金の募集内容、秋のイベント報告（がん看護セミナ

ー、がん予防キャンペーン大阪、ピンクリボンフェスティバル関西セミナー）、来春の

がん検診案内 
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② 事業概要 

「平成２５年度事業概要」を１２月に発行した。１２００部印刷し、会員のほか、関係機関に郵送し

た。Ａ４判で５０ページ。従来通り事業報告、決算報告、寄付者名簿などを掲載、がん研究助成奨

励金の２５年度受賞者１５人の内容を８ページにわたって紹介した。普及啓発活動の紹介では、

協会の主催・共催・後援イベントの一覧表を載せた。 

 

【がん検診の案内・援助】 

① 春・秋のがん検診 

  がん検診は春と秋に行っており、春（４月～５月）は大阪がん循環器病予防センター、秋（１０月

～１１月）は大阪府医師会保健医療センターで、胃、大腸、肺、乳房、子宮の５部位について実施

された。春の検診は会報１２月号、秋の検診は８月号で案内、受診の勧奨に努めた。検診は２６年

度１年間では延べ１７１人が受診した。このうち何らかの所見があった人はいなかった。 

会員向け検診への補助として、春は検診受診票の送付切手代の経費として協会が１万円を負

担、秋は検診施設の医師会保健医療センターへ１０万円を助成した。 

 

② がん検診サービス券 

 賛助会員への新しいサービスとして２３年度から始めた「がん検診サービス券」（千円分）の発行・

配布を２６年度も継続して行った。検診施設でがん検診を受診し、千円以上の自己負担があった

ことを証明する領収書をサービス券とともに持参するかお送りいただくことで現金千円か、千円分

のクオカードと引き換える。サービス券の利用により、がん検診受診率の向上に寄与する狙いもあ

る。新規入会者を含め賛助会員の全員にサービス券を配布した。サービス券の利用者は２６年度

の１年間で５６人（２５年度は６１人）に上った。 

 

《協会の運営》 
 

【決算および寄付の状況】 

① ２６年度末の正味財産は前年度から１７万円の減少 

今年度の決算は、一般正味財産の部では－１１７万円。その内訳は、経常収益（収入）が１６８５

万円、経常費用（支出）が１８６０万円で、経常増減額は－１７５万円、経常外増減額は＋５８万円。

指定正味財産の部は＋１００万円で、一般正味財産と指定正味財産の増減額の合計は－１７万

円、正味財産は前年度から１７万円減少した。 

正味財産の過去との比較では、２３年度（１８９万円増加）、２４年度（９６万円増加）、２５年度（３２

９万円増加）と、３年連続で増加したが、２６年度は大型寄付がなかったこともあり減少した。 

 

② 受取寄付金とその内訳について 

 平成２６年度の受取寄付金（会費を含む）は１７７４万円で、前年度に比べて４９８万円減少した。

寄付金は２３年度（３９３万円増）、２４年度（２４６万円増）、２５年度（２０５万円増）と増加傾向にあっ

たが、２６年度は大幅に減少となった。 
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 寄付金の内訳は、賛助会員からの会費収入が４７０万円、会員数は７５３件で前年度に比べ１０

万円の減少、４４件の減少となった。会員のうち、維持会員（年会費２千円以上の個人）は６４１件、

特別会員（同１万円以上の個人または法人）は１１２件。うち、新入会員は７件、２３年度から始めた

法人特別会員（同３万円以上の法人）は１５件だった。高齢などの理由で維持会員の退会があり、

会員数は減少した。 

 一方、一般寄付は７５件、１３０４万円で、前年度に比べ１３件の減少、４８８万円の減少となった。 

 

【収入増の取り組み】 

① 特定寄付の確保 

がん研究助成奨励金事業については、２社から計２５０万円の寄付金を得た。 

 

② 募金型自動販売機 

 飲料メーカーと連携し、「がん征圧支援」を掲げる自動販売機の設置に取り組むことで、協会の

収入増と知名度アップをめざしている。２６年度はベルランド病院に新たに設置され、合計８台とな

った。２１～２５年度に設置された箇所も含めると、募金型自販機を通じた収入は年間ベースで約

１４８万円に上っており、協会にとって、安定的な財源になりつつある。 

 

以上 

 


